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私 た ち は み ら い ふ る 鎌 倉 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　「みらいふる鎌倉」は、昭和39年9月に「鎌倉市
老人クラブ連合会」として誕生し、今年は還暦！
去る11月14日㈭午後鎌倉市生涯学習センター

「きらら鎌倉」ホールに、松尾崇鎌倉市長ほかご
来賓や多数の会員・市民の皆様をお迎えして、
めでたく創立60周年大会を開催した。
　第一部は式典。奴田不二夫大会実行委員長の

開会のことばと森田会
長の式辞に続き、森田
会長から単位クラブ永
年在職会長に功労表
彰状と、これまで様々
な形で会の運営に協

力下さった事業会社代表の皆様には感謝状が送
られた。その後松尾市長ほか3名のご来賓の祝
辞、関連5団体代表の紹介で式典は幕を閉じた。
　第二部は鎌倉市の鷲
尾礼弁健康福祉部長の

「 生 きが いと健 康 づく
り」～みらいふる鎌倉に
期待すること～と題する
記念講演。会場の高齢

者の皆さんは真剣に耳を傾けて聞き入っていた。
　そして第三部は賑やかに楽しく、真打の桂歌助
師匠一門を迎えての記念落語会。先ずは師匠歌
助に入門して僅か3年目の桂れん児さんの「与太
郎噺」。前座ながらも元気よくなかなかの腕前（口
前？）で会場を沸かせた。
　入れ替わって
高 座 に は 歌 助
師 匠 の 一 席 目
の噺。流石に師
匠 歌 丸 に 昭 和
60年（1985年）
に 入 門 以来 4 0
年近くの豊かな
芸歴で、“お花・半七の馴れ初め噺”「小網町半七」
を披露して観客を魅了した。
　中入り後、先ず音曲師の小梅美ゆ紀さん（別名 
井上美紀竜、小唄井上流師範）の粋な三味線に乗
せての俗曲の名調子。唄いの後は情緒たっぷり
の日本舞踊を披露して高座を降りた。
　さて〆は歌助師匠が再登場！天涯孤独の若者
が、これまた子ども無しの老夫婦が営む屋台のラー
メン屋で無銭飲食し、それが縁で養子になるという
人情噺。流れる汗を拭きながらの熱演に会場から
は割れんばかりの拍手！そして3人の演者揃って
再登場のご挨拶に、改めて温かい拍手が送られ、立
川光造副実行委員長の閉会挨拶で創立60周年大
会はめでたくお開きとなった。（編集長　石井英明）

「みらいふる鎌倉」創 立 6 0周年大会開催
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カメラのトラブルで表彰状、感謝状をお受け取りの皆様の
集合写真を掲載できなかったことをお詫びします。（編集長）

（敬称略）

（事業社 10社　五十音順）
株式会社イトメン
神奈川県住宅供給公社
株式会社鎌倉ハム富岡商会
株式会社ケア21
株式会社新中央ツーリスト
株式会社誠行社
株式会社ニチリョク
株式会社豊受
株式会社博報社関東本社
老恋ジャー委員会

感謝状授与

末広シルバークラブ	 　伊藤　卓爾
名越楽寶会		  　大窪　瑞磨
腰越第三たのしみ会	 　清水　俊光
上町屋ゆとり会	 　内海　征二
岩瀬第一春秋会	 　宗田　正和
鎌倉ロジュマン親和会	　野田憲二郎

5年在職功労会長		  　　6名

雪ノ下寿会		  　金子　良夫
小袋谷第二亀甲会	 　赤井　慶子

10年在職功労会長		  　　2名

表 彰

「みらいふる鎌倉」創 立 6 0周年大会開催
表 彰 と 感 謝 状 授 与 の 皆 様
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開催第 3回「元気 ●鎌倉教養講座」

　

　令和6年10月4日㈮、みらいふる鎌倉と鎌倉市社会福
祉協議会の共催による、第3回「元気・鎌倉教養講座」が

「きらら鎌倉ホール」で満員の聴衆を前に開催された。
　開会式後の第1部は、永年ポ
ルトガルとの交流に汗を流され
た地元の出版社、「㈱かまくら春
秋社」の伊藤玄二郎代表による、

「天正遣欧少年使節団とその周
辺」と題する講演。

　九州のキリシタン大名、大友宗麟等3名の大名の名代
として、伊東マンショ等4名の僅か10～16歳の少年使節
団が、ローマに向けて長崎港を出発したのが織田信長の
時代の1580年初頭。海路マカオ、マラッカ、ゴア、喜望峰
を経てポルトガルのリスボンに到着したのは4年半後の
1584年8月、翌年遂にバチカンでローマ教皇に拝謁した。

　一行の日本帰
還は1587年に
豊臣秀吉が出し
た「伴

バ テ レ ン

天連追放
令」の影響で、途
中マカオに永ら
く足留めとなり、
出発から8年半
後の1590年7月。

帰国後はそれぞれが追放令により数奇な運命を辿るこ
とになった史実を中心に、伊藤氏は日本とポルトガルと
の440年間に亘る様々な交流を熱く語られた。
　なお伊藤氏は自身永年に亘りポルトガルとの交流に
努められ、日本から同国に渡った屏風の破れた下張りの
修復、エヴォラ大聖堂のパイプオルガンの修復などにも
貢献され、「命ある限り両国の橋渡しになる！」との言葉
を実践なさっている話には、一同強い感銘を受けた。
　第2部は第1回から恒例の、鎌倉交響楽団有志「鎌響
チェンバーオーケストラ」による、バッハの「ブランデンブ
ルク協奏曲」の熱演。多くの来場者から「来年も是非！」の
声も聞かれ、大きな拍手のうちに幕を閉じた。
　なお、当日会場で頂いた赤い羽根共同募金は、19,913
円にのぼった。

（実行委員長・教養部長　石井英明）
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（注）1. この名簿は当会の広報目的と、当会会員でない方が当会クラブに入会を希望さ
れる場合の参考に供するために掲載するものです。個人情報の関係で、会長名・
電話番号掲載に同意頂けなかった欄は、それらを省略してあります。

2. 深沢地区長は森田和夫会長が兼務します。（電話番号：0467-32-1580）
3. 上記以外の情報をお知りになりたい方は、編集長（下記）にお問い合わせ下さい。
　石井英明（携帯：090-1613-4486　アドレス：eimei.1413@docomo.ne.jp）

地区 単位クラブ名 会長名 電話番号

深

沢

(10)

26 手広喜楽会 石井　和行 0467-32-2640

27 笛田東芝珀櫻会 薄永　礼子 0467-31-5519

28 寺分楓会 早川　鉄郎 0467-47-3783

29 大平山丸山白扇会 毛利　良男 0467-45-2575

30 山崎第一あかね会 林　　幸子 0467-43-4033

31 上町屋ゆとり会 内海　征二 0467-46-5739

32 琵琶苑シニアクラブ
「プラチナα」 佐々木紀一 0467-31-6172

33 深沢Boys＆Girlsクラブ 徳増　明美 0467-32-5039

34 ブルースカイ 石井嬉未世 0467-31-8074

35 常盤きらく会 青木　一夫 0467-31-2720

大

船

第

一

⑹

36 岩瀬第一春秋会 宗田　正和 080-6622-3394

37 岩瀬第二春秋会 ― ―

38 岩瀬第三春秋会 桜井洋二郎 0467-47-0020

39 岩瀬・平島春秋会 ◯岩田　勝夫 0467-48-3531

40 北鎌倉檜会 塩瀬　康雄 0467-44-8344

41 いずみ会 木戸　國夫 0467-46-5256

大

船

第

二

⑸

42 小袋谷第一亀甲会 石井　公夫 0467-44-2551

43 小袋谷第二亀甲会 ◯赤井　慶子 0467-45-0437

44 戸ヶ崎第一白寿会 高橋　和子 0467-46-7223

45 富士見町長寿会 平井　雅明 090-7000-3549

46 いちば陽輝会 岡田　　修 0467-45-5436

玉

縄

⑶

47 岡本高砂会 吉田　愛一 0467-44-7894

48 鎌倉ロジュマン親和会 ◯野田憲二郎 0467-46-4737

49 城廻寿会 青木　昭美 0467-43-2887

令和6年度「みらいふる鎌倉」加盟老人クラブ会長名簿（◯印は地区長）
（令和6年10月1日現在）

地区 単位クラブ名 会長名 電話番号

鎌

倉

第

一

⑹

1 十二所第一ちとせ会 大木　利徳 0467-22-7966

2 十二所第二ちとせ会 金井　勝政 0467-24-1166

3 浄明寺長寿会 荒井　　正 0467-24-0551

4 末広シルバークラブ 伊藤　卓爾 0467-24-6350

5 雪ノ下寿会 西山　　弘 0467-25-5283

6 中央和光会 ◯武井　正雄 0467-67-0426

鎌

倉

第

二

⑺

7 極楽寺山百合会 長雄　寿子 0467-22-4151

8 極楽寺橘会 沼上　春美 0467-22-4169

9 極楽寺若葉会 南　　幸次 090-7901-8622

10 七里ガ浜さつき会 ◯郡司　順子 0467-31-8556

11 七里ガ浜ふよう会 五十嵐昭次 0467-31-5955

12 七里ガ浜さくら会 山下すみ子 0467-32-1325

13 坂ノ下なぎさ会 山本美枝子 0467-22-8858

鎌

倉

第

三

⑸

14 大町八雲会 小原　英雄 0467-24-1969

15 大町米町クラブ 髙橋　宣夫 090-9849-4616

16 大町黄金会 井上　裕二 0467-40-5216

17 名越きらく会 石井　　徹 080-5410-4968

18 名越楽寶会 ◯大窪　瑞麿 0467-25-5950

腰

越

⑺

19 腰越第一たのしみ会 筒井　節子 0467-67-6210

20 中原クラブ 椎野　幸一 0467-31-3356

21 腰越第三たのしみ会 清水　俊光 0467-32-4078

22 腰越第四たのしみ会 磯田眞智子 0467-31-4567

23 腰越・津いきいきクラブ 原山　正征 0467-32-0674

24 西鎌倉福寿会 森崎　勝喜 0467-31-3349

25 西鎌倉山親寿会 ◯池田　隆明 0467-31-5160
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「みらいふる鎌倉」（鎌倉市老人クラブ連合会）60年のあゆみ（後編：平成16年～令和6年）

年 月 主な関連事項

平成
16

5 創立40周年事業（材木座海岸清掃）

10 創立40周年事業（養老孟司氏講演）
市長杯争奪グラウンドゴルフ大会

11 芸能大会　16団体が出演

17
7 第41回「老人大学寿講座」鎌倉国宝館

館長三浦勝男氏講演（レイ・ウェル鎌倉）

11 鎌倉駅地下道ギャラリー展示

18

4 春期研修旅行（しまなみ海道）

12
第1回「鎌倉市・足利市老人クラブ連合会

姉妹都市交流研修会」
（足利市で大久保会長ら22名が出席）

19
5 第2回「鎌倉市・足利市老人クラブ連合会

姉妹都市交流研修会」（鎌倉市で）

11 会の愛称を「みらいふる鎌倉」に変更し
シンボルマークも制定

20
7 サマーフェスティバル　PRソング披露

12 ダンスパーティー　350名が参加

21

5 上田市との姉妹都市締結30周年記念式典

10 栄区シニアクラブ連合会と芸能大会

11 45周年大会（日野原重明氏の講演）

22
5 姉妹都市萩市老人クラブ連合会と研修会

11 第39回全国老人クラブ大会で
優良老人クラブ表彰を受賞

23 3
東日本大震災被災者への募金
広報紙「やまもも」を増刊

「私の大正昭和史」を発刊

24
5 市長杯争奪グラウンドゴルフ大会

10 市長杯争奪健康マージャン大会

25
7 第49回「老人大学寿講座」

女優小山明子さんの講演

10 創立50周年プレ大会（銭湯寄席）

26
10 創立50周年大会（春風亭小朝独演会）

11 創立50周年大会
（小菅正夫前旭山動物園園長の講演）

27
10 ズシップ連合会との第１回「カラオケ交流会」

11 第2回「ボウリング大会」

年 月 主な関連事項

28
5 女性部初企画のバス旅行

6 姉妹都市・萩市老連が鎌倉来訪

29
7 「タニタ食堂」セミナーに80名参加

10 会の正式名称が「みらいふる鎌倉」に

30
5 エンディングノートを会員3,500名に配布

7 「フレイル予防講座」

令和
元年

1 すいとんパーティー（三世代交流事業）

10 創立55周年大会（ダウン症の書家 金澤翔子
さんの揮毫と母 泰子さんの講演）

11 広報誌が「やまもも」から「みらいふる」に
題字は金澤翔子さん

2

7 「フレイル健康体操」が完成

10 「みらいふる鎌倉Tシャツ」作成

11 第1回「スマートフォン教室」

3

4 研修旅行（国営ひたち海浜公園）

6 鎌倉彫体験教室

8 フレイル予防講演会（きらら鎌倉）

11 2年ぶりに芸能祭開催　17団体が出演

4

5 市長杯争奪グラウンドゴルフ大会

7 千葉県成田市との鈴虫交流

10
第9回「三世代交流事業in坂ノ下」

第1回「元気・鎌倉教養講座」

11 「ねんりんピックかながわ2022」に参加

5

3 栄区シニアクラブ連合会との共催で
交流ファッションショー開催

5 広報誌「みらいふる」100号発行　

6 創立プレ60周年大会（鎌倉芸術館）

10 第2回「元気・鎌倉教養講座」

6

4 令和6年度定例総会
森田和夫氏が新会長に就任

10 第3回「元気・鎌倉教養講座」

11 創立60周年大会（きらら鎌倉）
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　「みらいふる鎌倉」は60周年記念事業として、令
和6年4月から「鎌倉ボッチャカフェ」を開始しまし
た。年齢・性別・体力・体格差に関係なく世代を

超えて、室内で誰とでも声を掛け合い、プレーを楽しめる
のがボッチャ（※）です。ルールもわかりやすく、どこを狙う
か戦略を練りながらボールを投げるので、知的活動の促進
にもつながり、身体的負荷も少なく「高齢者スポーツの新
定番！」です。出番待ちの方も好プレーを観戦し、思わず
ワーッと歓声を上げて盛り上がり、会話も弾みます。
　写真のお三方は初参加にもかかわらず見事、グループ
優勝を遂げられました。うれしそうな笑顔が素敵です。

　次回は以下の日程で、プレーとカフェでくつろいで頂けます。
○日時：令和7年1月11日㈯午後1時30分～3時30分
○場所：鎌倉市福祉センター第1・第2会議室
　参加希望の方は他の会場・日程もご紹介できますので、所
属する単位クラブの会長、または地区長にお問合せください。

※ボッチャとは紅組と青組に分かれてボールを投げ、ジャックという白い
ボールにどれだけ近づけたかを得点で競うゲームです。

（副会長・事務局長　萩原小夜）

３．「ボッチャをしよう！」
　パリでのパラリンピックで日本チームが優勝し、日
本でのボッチャ熱に火が付いたようです。
　当会は今年度を「ボッチャ元年」と唱って、各地区
や単位クラブのボッチャヘの取組みを応援していま
す。詳しくは森崎副会長（電話080－5645－3138）に
ご相談・お問い合わせ下さい。

【直近の日程・会場（カフェを併設）】
令和7年1月11日㈯ 福祉センター第1・第2会議室
　　　　　　　　 午後1時30分～3時30分
　 〃 　 1月20日㈪ 深沢学習センター第6集会室
　　　　　　　　 午後2時～4時

　20年間もの長い間、極楽寺若葉会（鎌倉第二地区）会長として
種々ご尽力下さった内田一男氏が、令和6年6月17日、93歳でお亡
くなりになりました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
　後任の会長には南幸次氏が就任なさいました（5ページ参照）。

２．極楽寺若葉会　内田一男会長、ご逝去

　当会の事務所住所がこ
れまでの鎌倉市役所から、
令和6年10月1日付けで、右
記に変更されました。

〒248－0012　
鎌倉市御成町20－21
鎌倉市社会福祉協議会

（電話番号：0467－23－1075）

「鎌倉ボッチャカフェ」

１．「みらいふる鎌倉」事務所住所の変更

活　動　報　告

「みらいふる鎌倉」トピックス

総

務

部
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　今回は初めての試みとして８地区の単位クラブが３
つのブロックに分かれ、それぞれ令和６年５月２０日、
２１日、２２日に同じ場所へのバス旅行を行った。おかげ

で、従来のように市内全域を廻
って会員を乗車させるという手
間が省略され、時間的に余裕の
ある旅行となった。参加者は３日
間で合計220名。

　鎌倉を出発
し、東京湾アク
アラインの「海
ほたる」で休憩
後 、灯 籠 坂 大
師の切通しト
ンネ ル（ 弘 法
大師ゆかりの地）へ。見上げるような切通しトンネルを抜け、
急で狭い石段を登り、弘法大師ゆかりの東善寺に参拝。次に
道の駅・保田小学校で買い物。廃校となった小学校を資料
室、食堂、土産物屋にリニューアルした施設で、とても珍しい

風景だった。
　昼食は保田漁港直営の「ばんや」で。刺身御膳に舌
鼓を打った。保田漁港には釣り客の姿がチラホラ。小
さな鯖などを釣り上げていた。休憩後は道の駅とみ
うら枇杷倶楽部へ直行。房総枇杷６個を試食、買い
物を楽しんだ。売店では枇杷が１個300円！
　帰路はまだ午後４時だったため道路は閑散。来た
道をそのまま戻り、鎌倉には午後５時に到着し、それ
ぞれが帰宅の途に。　　　　　　（会長　森田和夫）

　「みらいふる
鎌倉」女性部
企 画 の「ソー

セージ作り体験会」が
令和６年７月８日、２２
日の両日、市内岩瀬の「鎌倉ハム富岡商会」で行われました。
２２日の参加者は男性２名、女性１８名の計２０名。作業室で
４名ずつ５班に分かれ、ソーセージ作りの開始。
　まず、肉だね作り。ボウルに入った豚ひき肉に香辛料を混ぜ
込みます。手早くしっかりと捏ねるのがコツ。時間は３～５分。
完成した肉だねを小銃に似たスタッファーという用具の“銃
身”部分に詰め込み、用具の先端部分にソーセージの皮になる
羊腸を装着します。スタッファーの引き金を引き、羊腸の中に
肉だねを押し出していきますが、これがなかなかの大仕事。途
中で羊腸が破れたり、太さが細かったり太かったり。「なかなか
うまくいかないわ」、「疲れちゃった」と参加者からはため息も。

　それでもスタッフさんの手
助けで、なんとかソーセージ
らしきものに。この間、約１時
間。１５分ほどの湯せんを経
て自作のソーセージが参加
者の許に。参加者からは「大
変な作業でしたが、楽しかっ
た。自分で作ったソーセージ
を味わうのが楽しみ」（池田隆
明副会長）、「力仕事で疲れま
したが、楽しい時間が過ごせ
ました」（国兼令子さん／笛田東芝珀櫻会）の声が。小６の孫
娘さんと参加した浅井美恵子さん（山崎第一あかね会）も「こ
んな機会はめったにないので、参加してよかったです。孫に
も夏休みのいい思い出になったと思います」と満足気。
　参加者の皆さん、お持ち帰りになった自作のソーセージの
お味は如何でしたか？猛暑の一日、楽しい体験にお付き合い
いただいた「鎌倉ハム富岡商会」のスタッフの皆様、ありがと
うございました。　　　　　 　　　 （編集委員　鈴木正誼）

春の日帰りバス旅行

ソーセージ作り体験会

総

務

部

女

性

部
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　令和6年10月26日㈯、坂ノ下海岸で、第１０回「三
世代交流事業 in 坂ノ下」が開催されました。午前９時、

市内６カ所の幼稚園、保育園の児童、保護者、高齢者など２８０
人以上が集合。来賓の松尾崇鎌倉市長の挨拶のあと、実行委
員長の掛札寛治「みらいふる鎌倉」勢年部部長が開会宣言。
創立６０周年記念と銘打つだけあって、ボッチャ、的当てゲー
ム、くじ引き、魚釣りゲームと今回は盛沢山。特設ステージでは

「坂ノ下なぎさ会」会員のウクレレ演奏をバックに山本美枝子

会長がフラダンスを披露。大きな拍手を浴びていました。
　午前１０時、メイン・イベントの地曳網引き上げが始まり、
子どもたちばかりではなく大人たちのボルテージも上がる一
方。「何が獲れた？」、「大漁だ！」。網の周りに歓声が飛び交い
ます。網の中には大量のアジ。カマス、スズキ、イナダ、ハモ、

コノシロ、アカザエビが。
漁師さんによる「お魚教
室」のあとは、水揚げした
魚のお裾分け。思わぬお
土産に参加者はみな大満
足の三世代交流でした。
（編集委員　鈴木正誼）

「三世代交流事業 in 坂ノ下」
第10回勢

年

部

　10月10日～11日、総勢71
名で圏央道から中央道を抜け、先

ず長野県安曇野大王わさび農場の訪問
から始まりました。そこでは《わさび》たっ
ぷりの昼食を頂きました。
　その後、諏訪湖周辺に4ヶ所のお宮を
持つ神社、そのうちの一つ諏訪大社 下
社・秋宮を参拝。7年に一度の諏訪大
社最大の神事「式年造営御柱大祭」は
有名です。鳥居の前で記念の集合写真

を撮りました。
　 そ の 日 の
宿泊先は標高
1,450メート
ル白樺湖畔に
ある池の平リ

ゾートホテル。温泉で疲れを癒や
し、食卓を埋め尽くす食事で満腹、
おしゃべりタイムも欠かせません。
　翌日は標高1,771メートルの
北八ヶ岳山麓駅から定員101人
のロープウェイに乗り、一気に標高
2,237メートルの山頂駅へと高低
差466メートルを僅か7分で上り
迫力満点、広がるパノラマは絶景で
した。出発時は標高が高いところへ
行くので寒いからと防寒具を用意
しましたが、二日間の晴天により汗
ばむほどの好天に恵まれました。
　優しい皆様との楽しい時間はあっ
と言う間に過ぎました。またご一緒
しましょうね！ 　（副会長　萩原小夜）

秋の長野路一泊バス旅行
令和6年厚

生

部
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「コ
今 日

ンチは六月でおじゃる。初
はつはな

花に推薦するぞ『紫』を」
　今年のNHKの大河ドラマも放映されだしてから半年が経
過した。作品は『源氏物語』の作者紫式部を主人公とした作品
だが、5月26日㈰の放映は清少納言が枕草子の著述にかかる
シーンだった。
　『枕草子』にも紫は頻繁に登場してくる。枕草子の書き出し
は、『春はあけぼの。やうやうしろくなり行く山ぎは、すこしあ
かりて、むらさきだちたる雲のほそくたなびきたる』という名
文句から始まる。
　「ムムッ、『…むらさきだちたる雲…』だとッ。紫式部といい、

紫がエラク絡みついてくるな」と、ワタシの脳細胞を刺激する。
　「フムフム、『紫

むらさき

』って草があるンだ。汝
な

は『背丈は低いけど、
根性はしっかり朱色をこえた紫色にまでなって根付く』って
か。そしてその根っこから高貴色だった紫色の染料を採取し
ていたんだ。花は？…今ごろから咲くんだ。花の色が白ってい
うのが残念だな」
　紫色は清少納言が『紫

し う ん

雲を拝めてラッキー』と語っているよ
うに、珍重されてきたが、古代ヨーロッパでも愛好されてい
た。特にローマ人はことのほか尊

たっと

び、権威と豪
ごうしゃ

奢のシンボル
だった。彼らは紫の染料を地中海で捕れるシリアツブリガイ
などから採取していた。…貝1個から採取される量は微量で、
1.2グラムを採るのに1万個も必要とした。
　「ワタシも紫と名のつくものは好きだな。紫

むらさきうに

雲丹でしょ。
ムール貝はムラサキイガイって言わなかったっけ？…♪
ズルッ、ゴクン＃…ヨダレ殿お控え召され」

　「倭
やまと

は国のまほろば　たたなづく青垣
山籠れる倭し　うるはし」

　日
やまとたけるのみこと

本 武 尊が詠んだ望郷の歌に心ひかれ、早春の大和路
へ。77歳、三泊四日のひとり旅。ザックリとプランを立て、あと
は足の向くまま気の向くままの旅だ。
　まずは飛鳥に向かう。近鉄飛鳥駅から天武・持統天皇陵、
亀石を経て、甘

あまかしのおか

樫丘へ。蘇我蝦
え み し

夷・入鹿親子の邸宅があった
と伝わる甘樫丘から大和三山を眺めることが、私の長年の夢
であった。大和盆地にポッカリと浮かぶ小島のように畝傍山、

耳成山、香久山が、遠
くには二上山を望む
ことができた。
　早春の飛鳥は冬枯
れた田畑が広がるだ
けで、人っ子ひとり見
当たらない。道標の
ような もの もな い 。

マップを広げて途方に暮れていると、散歩中だという地元の男
性おふたりが、道案内を買って出てくれた。水落遺跡、蘇我入
鹿首塚、飛鳥寺、板

いたぶきのみや

蓋宮、石舞台古墳、橘寺、菖蒲池古墳と健脚
のおふたりに引っ張られ、効率よく史跡を巡ることができた。
　この地中に眠る、小さな小さな都から日本という“国”らしき
ものが生まれたのかと思うと、すべてのものに対し愛おしさ
のようなものが込み上げてきた。
　明日香村は地区によっては土地の売買は禁止され、住宅の
規模や形態、屋根の意匠にまで厳しい規制が及んでいるとい
う。しかし、この地に住み、この地を愛する村人の皆さんたち
によって、この穏やかな風景はこの先、何十年も何百年も守り
続けられていくのであろう。
　倭は国のまほろばー私にとって、夢のまほろばであった。

紫の貴
き み

美

飛鳥への想い

鎌倉ロジュマン親和会　戸田　康一

山崎第一あかね会　鈴木美恵子

石舞台古墳

板蓋宮跡
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　令和6年6月28日、「腰越なごやかセンター」の腰越地区
サロンで、特別講演「私のエベレスト人生」が開催されまし
た。講師の荒山孝郎氏は現在88歳。西鎌倉山親寿会の
会員ですが、2006年に70歳7カ月と13日でエベレスト登頂
に成功、それまでプロスキーヤーの三浦雄一郎氏が持って
いた“世界最高齢登頂記録”を3日間上回る新記録を打ち
立てたことで知られる世界的登山家です。　　　　　　　
　現役時代は大手鉄鋼メーカーに所属、その後、独立ⅠSO

審査機関勤務のかたわ
ら、日本の山歩きから始
め、50歳代以降は海外
の高峰に挑戦。60～70
歳代にはマッターホルン、
モンブランなど、アルプス
の4000m級峰に挑戦。

さらに、マッキンリー、アコンカグア、ヴィンソン・マシフ（南
極）等々、5000m級峰から8000m級峰の世界７大陸最高
峰を、世界最高年齢で踏破したことでも知られています。　 
荒山氏がこれまでの登山で経験された驚異的な山の自然
を熱心に語る姿に、会員の皆さんは聞きほれていました。そ
して、高齢になってもまだまだ元気に近郊の山 を々ハイキン
グしているというお話に勇気と希望をいただきました。　　
　　　　　　　　　　 　　（腰越地区長　池田隆明）

　 令 和 6 年 6月
25日、鎌倉第一
地区主催の日帰
りバス旅行が行
われました。昨年
同様、群馬県沼
田市にある「原田

農園」でのさくらんぼ狩りです。沼田は遠いとのことで敬遠
される方もあり、参加者も33名とやや少なめでしたが、今
回は渋滞もなく快適なバスの旅を楽しむことができました。
参加者が少人数のおかげもあってか、「大人数ではなかな
か行けない」(上坂添乗員)といわれる「登利平」での
鳥めし重御膳の昼食、「道の駅 ・ 玉村宿」での買い
物を満喫することができました。なお、日帰りバス旅行
の最長距離は、今回が“新記録”とのこと。　　　　　

　バス旅行の楽しみは、まずは気軽に旅ができること。バ
スの中での会話と飲食(梅酒が人気)が楽しめること、食
べ放題への挑戦、お昼ご飯への期待感と、色々あります
が、買い物もそのひとつ。道の駅（午前中の買い物がベス
ト）はもちろんのこと、「上里カンターレ」での買い物は今
回も大人気。自宅近くで下車できる利点もあってか、参加
者の皆さんはお土産の重さを気にせずに買い物に励んで
いらっしゃいました。　　　　　　　　　　
　お陰様で事故もなく、乗車時刻に遅れる参加者もなく、
無事にバス旅行を終えることができました。次回のバス旅
行も楽しみです。参加者の皆さん、お疲れ様でした。
　　　　　　　　　（浄明寺長寿会会長　荒井　正）

鎌 倉 第 一 地 区

腰 越 地 区
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私 た ち は み ら い ふ る 鎌 倉 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

名越楽寶会
　コーヒーは我々に馴染みの
深い日常の飲物です。コーヒー
はどこからきたのかなども知り
たくなり、当会では令和6年6月
22日に町内の大宝寺でUCC

コーヒープロフェッショナル認定者の佐藤修二さんにお
話をしていただき、美味しいコーヒーとお菓子の相性を楽

しみました。
　コーヒーの味の違いはな
ぜできる？（生産国や栽培品
種や加工処置による違い）、
コーヒーは果物なのか？ど
こからきたのか？（エチオピ
ア、イスラム諸国、ヨーロッ
パ、南北アメリカ大陸などか

ら）。日本には長崎の出島に入ってきたのが最初。目薬に
もなるなど、興味深いお話もうかがえました。
　ドリップ三段式でのコーヒーの淹れ方はスタートの湯
温は95°Cで①まず、20ccで20秒ほど蒸らす。②その後、
80cc投湯。③上から1/3ほど減ったら2弾目を40cc注ぐ。
④20cc投湯して完成！
　会場には22名の会員が集まり、自分たちで美味しい
コーヒーを淹れられるよう勉強しました。

（会長　大窪瑞麿）

鎌倉
第三地区

七里ガ浜さつき会
　「みんなで未来につなぐ七
里の夏祭り」をキャッチフレー
ズに、令和6年7月17、18日の
両日、夏祭りが開催されまし

た。七里ガ浜自治会が主催するイベントで、すべてが手
作りです。スタッフもこの地域で暮らす住民たちです。 　子どもたちにとっても、夏休みのいい思い出になるよ

うな、楽しく素晴らしい夏祭りでした。「七里ガ浜さつき
会」では、ウクレレ・チームとハーモニカ・チームが活動
していますが、今回の夏祭りには両チームが舞台出演。
詰めかけた観客の皆さんから、大きな声援と温かい拍
手をいただきました。両チームともメンバーの年齢構成
は70～90歳代。毎週、楽しく練習に励んでいます。
　この歳でウクレレに出会ったことは夢のようです。これ
からもレッスンを頑張ります。

（会長　郡司順子）

「みらいふる鎌倉」は８地区・49クラブから成り、それぞれの地区に見合った活動をしています。

鎌倉
第ニ地区
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私 た ち は み ら い ふ る 鎌 倉 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　深沢Bｏｙｓ＆Gｉｒｌｓク
ラブは創立後5年目に入
り、現在41名で活動して
います。月1回の班長会

議をはじめ、それぞれの会員に役割を分担してい
ただき、明るく活発に活動しています。総会から始ま
り、「みらいふる鎌倉」の種々の行事への参加、5月
のさつま芋の植え場所づくりから芋植えや草取り、
誕生会 ・ 食事会などで活躍しています。また地域の
お祭りや清掃活動にも率先して参加し、楽しんでい
ます。
　女性が多いクラブですが、男性 ・ 女性がいっしょ
になって明るく元気に活動できることが生き甲斐に
なっています。「もっと多くの人とのふれあいを実行して
いこう！」を合言葉に頑張っています。

　“ふれあいは、人との楽しいコミュニケーション！
明るく元気に活動しよう!!”

（会長　徳増明美）

　当会は、笛田5丁目にある琵琶苑住宅の自
治会（世帯数220）に所属し、会員数は75名
（57世帯）。以下に活動概要を紹介します。

 ● 自治会活動支援として、毎年3月下旬～4月初旬に近く
の公園で花見会を開催。テーブルや椅子を並べて老若
男女で歓談します。コロナ禍前までは大鍋で豚汁の炊
き出しをしていました。秋には同じ公園（雨天の場合は
自治会館）にて、クラブの会員を対象にした大懇親会を
開催、昼食弁当 ・ 福引き抽選会を提供して、懇親 ・ 懇
談の場を設けております。

 ● 写真展、作品展を自治会との共催により自治会館で開
催し、人気投票の結果で表彰します。

 ● ボランティア活動として、学童見守りを隣の町内会と共
同で実施。また、住宅地の日中見守り、夜間見守りを週
3～4回実施。

 ● ウォーキングを年3回実施。
 ● 鎌倉市の補助を受け、健康体操を2班に分けてそれ

ぞれ月2回、街路樹愛好会・緑地保全活動をそれぞ
れ月1回実施。

 ● 卓球同好会は卓球台2台を使って、若手や近隣の同好
者も参加して実施。当初は下校時の小学生が参加して
いたこともありました。

 ● その他、映画鑑賞会、サロン活動を実施。「みらいふる鎌
倉」の行事については、会員に積極的に参加を促し、参
加者には交通費や参加費の補助をしており、バス旅行
や「元気・鎌倉教養講座」、深沢地区の行事への参加も
しています。　　　　　　　　     　（会長　森田和夫）

琵琶苑シニアクラブ「プラチナα」

深沢Bｏｙｓ＆Gｉｒｌｓクラブ

深沢
地区

深沢
地区

芋掘り大会

琵琶苑自治会館：秋の懇親会
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私 た ち は み ら い ふ る 鎌 倉 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

いずみ会
　当会は今泉地区で活動し
ています。今泉は砂押川の上
流に逸する、東西北の三方を
低丘陵が囲む谷あいの地で

す。地域には氏神様としての白山神社（大
お お む か で

百足の大きな
注
し め な わ

連縄が掛かる）、称名寺（男滝・女滝と呼ばれる陰陽
の滝がある）、散在ガ池（鎌倉湖）があり、6月初旬には
砂押川に蛍が飛びます。
　現在の会員は女性9名、男性22名の計31名です。活
動としては1月に新年会、4月に総会、9月に敬老祝いを
兼ねた誕生会を開催し、親睦を図っています。また、町
内にある4カ所の公園を有志が毎月、除草、掃除、遊具
等の整備点検を行っています。作業をしながらのおしゃ
べりも楽しみとなっています。
　コロナ禍での外出や集まりが制限されるなか、会とし
てのコミュニケーション形成の一助として「いずみ会報」

を令和2年7月に発刊いたしました。不定期ですが通算
17号になりました。会長の時候挨拶、行事予定、リレー
形式での会員の近況報告等を掲載しています。
　コロナ禍でも、何か外で密にならずにできる運動はな
いかと検討した結果、令和3年5月にグラウンドゴルフの
チームを立ち上げました。毎週火曜日（雨天の場合は土
曜日に順延）の午前中に今泉さわやかセンターで活動
しています。大船第一地区での大会で優勝者を出すな
ど、それなりに頑張っています。

（会長　木戸國夫）

いちば陽輝会
　会員数は64名（令和6年4
月１日現在）で、主な活動状
況は次のとおりです。
①身体を楽しく動かす会（楽

動会：月2回）　②吹き矢の会（月2回）　③囲碁 ・ 将
棋 ・ 麻雀（月2回）　④グラウンドゴルフ練習（週2回）　
⑤女性会員による小物づくり（月2回）などを実施してお
り、それぞれ交流を図っています。毎年7月の第3日曜日
は地区にある小

こ は ち ま ん

八幡神社のお祭りがあり、大人神輿と子

供神輿が町内
を 隈 な く 練 り
歩きます。この
面倒を見るの
が 「 い ち ば 陽
輝 会 」 の 会 員
です。
　定例会は年3～4回開催。参加者は通常10～15人程
度ですが、「食事会も一緒にやります」と通知を出すと30
人ほどが集まり賑やかになります。「みらいふる鎌倉」の
行事にも積極的に参加しており、グラウンドゴルフ大会
では優勝者や10位以内の入賞者を輩出しています。
　また、昨年度は「みらいふる鎌倉」主催の麻雀大会で
当会の会員が見事に優勝。その時の優勝カップが自治
会会館に飾られています。2年ほど前から一緒に楽動会
や麻雀をやりたいと、他の地域からの参加希望者が増え
ていますが、若い会員が増えないかなーと願っていると
ころです。　　　　　　　　　　　（会長　岡田　修）

大船
第ニ地区

大船
第一地区

公園清掃有志



16

私 た ち は み ら い ふ る 鎌 倉 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　巻頭掲載の通り当会は去る11月
14日㈭にめでたく創立60周年大会
を開催し、この「みらいふる」発行に
ご協力頂いている㈱博報社関東本社
の榮井社長にもご出席頂き、感謝状を
お渡し申し上げました。
　また会則の全面改正を図るべく8月
に会則改正委員会で議論を重ねた結
果、近々成案を得るまでに至り、令和7
年度からの施行を目指しています。

　編集委員会も4月の総会で当会会長に就任
した森田和夫氏の後任として、琵琶苑シニアク
ラブ「プラチナα」の会長に就かれた佐々木紀
一氏を10月から新委員に迎え、新しいスタート
を切りました。
　世の中の変化や高齢者の生き方の多様化
により、全国的にも鎌倉でも老人クラブの減少
が見られます。鎌倉では逆に老人クラブとその
活動の復活を目指すためにも、広報誌「みらい
ふる」の果たすべき役割は大です。私ども編集

委員一同はその役割の重要さを十分肝に銘じ
て、年間2回の少ない発行機会ではあります
が、より一層皆様に楽しんで頂き、会の発展に
結びつく「みらいふる」創りに努めます。
　新しく編集委員の仲間入りを志ざす方、大歓
迎です。文尾の私の携帯電話・メールアドレス
にご連絡を望むと共に、会員の皆様の一層のご
支援・ご協力をお願いする次第です。
　どうぞ素晴らしい新年をお迎え下さい。

（編集長　石井英明）
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